
11月末に開催されるCOP21(国連気候変動枠組み条約
締結国会議)に向け、日本の温室効果ガス削減への
取り組みを具体化する狙いがあります。
　　　2016年度には省エネ法の政令が改正される予定です。

今後、蛍光灯の国内在庫は減少していき、LEDへの置換えが
急速に進みます。

大手照明器具メーカーでは、2016年から2018年にかけて
ほとんどの蛍光灯が生産終了となる予定です。

日本政府は、消費電力の高い蛍光灯と白熱灯の国内製造、
及び海外からの輸入を、2020年度をめどに実質禁止と
する方針を固めました。

① 政府の方針

② 地球環境のために

③ 蛍光灯の行く末

④ 今後の展望
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盤用LED照明に最適です！ 10W型・20Ｗ型の豊富なラインナップ

長寿命 従来の蛍光灯に比べて約5倍の長寿命
省エネ 従来の蛍光灯に比べて、消費電力が約半分

ECO 水銀を使用していないクリーンな照明

低発熱 蛍光灯のように熱くならず、安全

低紫外線
紫外線を殆ど発しませんので、盤内やその周
囲に害虫を寄せ付けず、侵入を防げます

耐衝撃性
ガラスを全く使っていませんので、輸送中の
振動や設置時の衝撃にも安心

コンパクト
小型かつシンプルなデザインで、盤内に設置
しやすく、軽量

さらに明るく
従来の蛍光灯（FL10W相当品）と比べて、
半分の消費電力で約1.5倍の明るさを実現

安心・安全設計
白色LED特許に準拠した日亜化学工業製
LEDを使用

LED照明 LED照明(スリムタイプ)

端子台型 ユニット型

NEW

蛍光灯は、2020年度をめどに製造できなくなります！
LEDへの切り替えを、今のうちにご検討ください。
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だから、これからは環境にやさしいあかりを


